
 
 

2015年 5月 1日 

 

児童労働の問題解決に貢献することを目指す NGOや労働組合などが加盟する児童労働ネットワーク（代表・堀内

光子）は、児童労働反対世界デー（6/12）当日に開催される FIFA女子ワールドカップの日本VSカメルーン戦に合

わせ、児童労働への反対の意思を示す「レッドカード」を掲げる「レッドカードアクション」への参加を呼びかけます。

※「レッドカードアクション」は、国際労働機関（ILO）が世界的に展開している「Red Card to Child Labour 

Campaign」に賛同し、児童労働ネットワークが実施している、児童労働の問題を知らせ、問題解決に向けた取り組

みの必要性を訴えかけるためのアクションです。 

児童労働ネットワークは、2002年に国際労働機関（ILO）が定めた 6月 12日「児童労働反対世界デー」に合わせ、

児童労働を知らせ、政府への提言を行う「ストップ！児童労働キャンペーン」を 2006年より毎年開催してきました。 

◆児童労働反対世界デー（6/12）は女子ワールドカップ 2015 なでしこジャパン VS カメルーン戦  

現地時間 日本時間 対戦 

2015年 6月 8日（月） 19:00～ 6月 9日（火） 11:00～ 日本 vs スイス 

2015年 6月 12日（金）19:00～ 6月 13日（土）11:00～ 日本 vs カメルーン 

2015年 6月 16日（火）16:00～ 6月 17日（水）06:00～ エクアドル vs 日本 
 

◆「レッドカードアクション」への参加方法 

(1)レッドカードを入手する（サイトからダウンロード） (2)レッドカードを掲げる (3)写真を撮る 

(4)「#STOPCL」をつけて写真を Facebookまたは Twitterにアップし、友達にシェアする 

  

6/12 女子サッカーW杯 日本 VSカメルーン戦で 

「児童労働」に「レッドカード」をあげよう！！ 

Address ：東京都台東区東上野 1-6-4 3F 

Tel ：03-3835-7555  

Mail ：info@cl-net.org   

【プレスリリース】 

【レッドカードダウンロード先・レッドカードアクション詳細ページ】 https://cl-net.org/campaign2015/redcard.html 

http://cl-net.org/campaign2014/img/%E3%83%91%E3%83%B3%E3%83%950424.pdf


◆児童労働について 

児童労働とは、義務教育を妨げる労働や法律で禁止されている 18歳未満の危険で有害な労働のことです（アル

バイトや子役など、子どもの健全育成に支障をきたさない範囲の「子どもの仕事」は含みません）。2013年に発表さ

れた児童労働の世界推計は 1億 6800万人。チョコレートの原料カカオや Tシャツの原料コットン（綿）の生産現場、

電子機器やジーンズなど、世界中の生産・製造現場で児童労働が報告されています。 

◆2014年ノーベル平和賞を受賞した２人も取り組む「子どもの権利」の保障 

2014年、児童労働の問題に 35年間取り組んできたインドのカイラシ

ュ・サティヤルティさん（60）と、女性や子どもの教育を受ける権利を訴

えるパキスタンのマララ・ユスフザイさん（17）がノーベル平和賞を受賞

しました。児童労働をはじめとした子どもの権利侵害は、国際的に取り

組むべき課題だと世界的に認知されはじめ、取り組まれています。 

◆サッカーと児童労働の関係 

1990年代後半、サッカーボールの製造作業に子どもたちが関わっていることが問題となりました。子どもたちは学校

に通わず、硬い皮を扱うため子どもたちは手を怪我し、時には変形してしまうこともありました。サッカーボール 1つを

縫っても５ルピー（当時約 15円）しかもらえないという状況でした。この問題に対し、FIFA（国際サッカー連盟）をはじ

め国際機関やNGO、スポーツ業界が協力して、サッカーボール産業の児童労働撤廃に取り組み、状況は改善され

てきました。これは業界全体で取り組むことで、児童労働の撤廃が可能という証明でもあります。 

◆ポスト 2015開発アジェンダ（SDGs）に向け、日本政府の取り組み促進を呼びかける署名も募集 

2015 年、国連で採択される予定の「ポスト 2015 開発アジェンダ（SDGs）」には、世界が解決すべき課題の一つに

「児童労働」が入ることが予定されています。2014年 12月に発表された国連事務総長報告「ポスト 2015年課題統

合報告書」では、人々を中心に据え、地球環境に配慮した開発目標の達成のために、先進国の政府開発援助

(ODA)の役割の重要性を指摘しています。児童労働ネットワークは、「人間の安全保障」を理念とする日本の ODA

を通じて、積極的に児童労働の撤廃に取り組むことを求める「ストップ！児童労働 50万人署名」も募集しています。

署名は 6月以降、関係省庁の各大臣に提出し、要請内容を伝える予定です。 

【ストップ！児童労働 50万人署名 募集期間】 2015年 5月 31日（日）まで 

 

 

【お問い合せ先】 

児童労働ネットワーク事務局（CL-Net） 担当：召田、杉山、中尾 

〒110-0015 東京都台東区東上野 1-6-4 あつきビル 3F （特活）ACE内  

電話：03-3835-7555  FAX：03-3835-7601 

Ｅメール：info@cl-net.org   URL：www.cl-net.org 

 

児童労働ネットワークは、児童労働に問題意識を持ち、日本から問題の解決に貢献することを目指す NGOや

労働組合、専門家などが加盟するネットワーク組織です。毎年「児童労働反対世界デー」である 6月 12日に合

わせて「ストップ！児童労働キャンペーン」を実施しています。 

※本キャンペーンの運営は、児童労働ネットワークの運営委員、および事務局が中心に行っています。 

（公社）アムネスティ・インターナショナル日本、（特活）ACE、（特活）グッドネーバーズ・ジャパン、IUF-JCC、フ

ェアトレード・リソースセンター、（特活）フリー・ザ・チルドレン・ジャパン、連合。 

6月 12日、白百合女子大学で「レッドカードアクション！」を実施予定！ 

「児童労働反対世界デー」当日や女子サッカーW杯の試合に合わせて「レッドカードアクション」に参加いただけ

る学校・企業・団体・法人・サッカークラブなどを募集しています。参加希望団体や、レッドカードアクションの取

材をご希望の方は、以下の宛先までご連絡ください。（※白百合女子大学での実施詳細は近日公開予定） 

【補足資料】 

http://www.cl-net.org/

